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滋賀県立美術館 開館 40周年 

～2024年度の展覧会ラインナップ～ 
 

滋賀県立美術館は、2024年８月 26日（月）に開館 40周年を迎

えます。これまでに約 370万人の方にお越しいただきました。（常

設展と企画展の観覧者数の合計（2023年度末時点)）  

今年度は、４本の記念展を軸に、滋賀県立美術館をもっと身近

に感じていただけるような企画を実施してまいります。 

 

 

滋賀県立美術館開館 40周年記念 

つくる冒険 日本のアール・ブリュット 45人 

―たとえば、「も」を何百回と書く。（4/20（土）～6/23（日）） 

日本語では、「生（なま）の芸術」と訳されてきたアー

ル・ブリュット。1940年代に、フランスの画家、ジャン・

デュビュッフェが、精神障害者や独学のつくり手などの作

品に心を打たれ、提唱した美術の概念です。本展では、2023

年に日本財団より受贈した、45人のつくり手による作品約

450点を展示します。 

 

 

滋賀県立美術館開館 40周年記念 

滋賀の家展（7/13（土）～9/23（月・祝）） 

多くの住宅建築関連の工場を県内に有してきた滋賀県

は、近代以降の日本の住宅建築の展開を支えてきました。

また、琵琶湖を中心とする自然豊かな土壌に惹かれた人た

ちによる別荘地やベッドタウンとしての活用が進む一方

で、古くからの集落を残す場所でもありました。本展では

滋賀県と日本の住宅建築のつながりを起点に、今まさに滋

賀県に生きる人々の暮らしと建築がどのような未来の生

活様式や環境を形作るのか見つめていきます。 

記者発表資料 

（県 政） 

齋藤裕一《ドラえもん》2003～2006年 

滋賀県立美術館蔵 撮影：大西暢夫 

写真提供：ボーダレス・アートミュージアム NO-MA 

design it《和邇のコート・ハウス》2020年 

撮影：Hiroyuki Hirai 

 今週末から開幕！！ 
4/19にはプレス内覧会を開催 



滋賀県立美術館開館 40周年記念 

生誕 100年記念 人間国宝 志村ふくみ展 色と言葉のつむぎおり（10/8（火）～11/17（日）） 

滋賀県近江八幡市出身の染織家であり、重要無形文化財「紬織」の

保持者でもある志村ふくみは、2024年に生誕 100年を迎えました。国

内屈指の志村ふくみコレクションを所蔵する当館では、この記念の年

に作品だけでなく作家の言葉にも注目し、源氏物語や琵琶湖をテーマ

にした作品群も特集しつつ、その歩みを振り返ります。 

 

 

 

滋賀県立美術館開館 40周年記念 

BUTSUDORI展（仮）（1/18（土）～3/23（日）） 

ふと目に入った日常の「モノ」にレンズを向ける、カメラあるいはス

マホを手にしたことのある人であれば、誰しもが経験したことがある行

為でしょう。そんな「モノ」を撮影するということが、写真が誕生して以

降の写真家の表現や意図において、どんな役割を果たしてきたのか。そし

て私たちの社会にいかに影響を与えてきたのか。本展は、主に商業写真で

使われてきた「BUTSUDORI（物撮り）」という用語を拡張しつつ、モノを撮

り続けてきた写真の奥深さに迫ります。 

 

 

 

 

展覧会以外の周年事業など 

⚫ 館全体を使って様々なワークショップをお楽しみいただけるイベント（８月 25日（日）

を予定）や記念フォーラムの開催などを予定しています。詳細は改めてお知らせいたしま

す。 

 

滋賀県立美術館の概要 

⚫ 1984年８月 26日に滋賀県立近代美術館として開館しました。 

⚫ 日本画家の小倉遊亀（滋賀県大津市出身）や染織家の志村ふくみ（滋賀県近江八幡市出

身）のコレクションは国内随一を誇っています。 

⚫ 開館以来の作品の収集方針は、「日本美術院を中心とした近代日本画」、「滋賀ゆかりの

美術・工芸等」、「戦後のアメリカと日本を中心とした現代美術」です。 

⚫ 2016年には、日本国内の公立美術館として初めて、「アール・ブリュット」を収集方針

の柱の一つに加えました。 

⚫ 2017年４月１日から、改修工事等のため長期休館しました（2023年６月 26日まで）。 

志村ふくみ《鈴虫》1959年 

滋賀県立美術館蔵 

『物物』2012年刊行 

猪熊コレクションより 

撮影：ホンマタカシ 



⚫ 2021年１月１日付けで、現在のディレクター（館長）の保坂健二朗が就任しました（第

13代）。 

⚫ 2021年４月１日付けで、時代や傾向を限定することになる「近代」を館名から外し、館

名を滋賀県立美術館に変更しました。 

⚫ 2021年６月 27日に再開館し、目指す姿として「リビングルームのような美術館」を掲げ

るとともに、「芸術文化の多様性を確認できるような作品」を収集方針の柱の一つに加え

ました。 

⚫ 2023年度末時点の収蔵件数は 2,589件です（日本画・郷土 1,291件、現代美術 567件、

アール・ブリュット 731件）。 

⚫ 2024年３月に「滋賀県立美術館魅力向上ビジョン」を取りまとめました。 


